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　 ミ ク ロ グ リア （MG）は 種 々 の サ イ トカ イ ン を 産生 す る こ と

な ど か ら、て ん か ん の 病 理 過程 との 関 連 が 注 目 さ れ て い る 。

ま た 、活性 型MG は 脳 に お け る 免 疫 担当 細胞 と して も機 能 す

る こ とが 明 らか に され 関 心 を 棠 め て い る 。 そ こ で 、本 研 究

で は 、て ん か ん の 脳 1こ お け る免疫 応 答 の 有無 に つ い て 実験

的 に 検討 す る 目的 で 、カ イ ニ ン 酸投 与後 の 海 馬体 の MGの 変

化 を免疫 組織 化 学的 に 観察 した 。

　【方 法】 2S匹 の 雄性 SDラ
’
v ト（300−SOOg）に カ イ ニ ン 酸 （12

mg ／kg，　 i．p．）を 投 与 しけ い れ ん 蚕 積 を 誘 発 した 。対 照 群 に

は生 食を 投 与 し た。2日一16週 後 に 麻 酔 下 に パ ラ ホ ル ム ァ ル

デ ヒ ドを 含 む 液で 脳 を 灌 流 固定 した。ク リオ ス ク ッ トで 脳

切片 を 作成 し た 後、ク レ シ ル バ イ オ レ ッ トお よ び 免疫 染 色

を実施 した 。免疫 染 色 で は、MGの 普 遍 的マ
ーカ ーと して 補

体C3受容体を認識す るOX42 抗 体を、脳 内免疫応答の マ ーカ

ーと して は MG上 の ク ラ ス ェ型 あ る い は 2型 主 要組 織適 合抗 原

（MilClと Mltc2） を 認 識 す る OXIS 抗 体 と OX6抗 体 を 使用 した。

【結 果 】 OX42染 色 ：対照 群 で は 海 馬 体 全 域 で 小 さ な 胞 体 と微

細 な 突起 を 有す る静 止 型 MGが 染色 さ れ た。実験 群で は 、投

与 2日後 か ら胞 体 が 肥 大 し突 起 の 肥 厚 した 活 性 型 MGが 海 馬体

全域 で 出現 した 。こ の 活性 型MGは 、1−2週 後 に は CAI やcn3 な

ど の 細胞脱 落部位を 中心 に増 加 し、4−8週 後 ま で 多数 観察 さ

れ た。しか し、16週 後 に は 活 性型 MGは 著減 し大部 分が 静 止

型 MGと な っ た 。
　 ME［Clお よ び MI［C2染 色 ；対 照 群で は 両 者 と も検

出 され な か っ た。実験 群 で は 2日後 か ら、OX42 陽 性 の 活｛！』型

MG の 出現部 位 に ほ ぼ 一
致 して 、　 MHCIや 柵 c2陽 性 の 沽 性 犁 MG

が 観 察 さ れ た 。両者 の 発 現 経 過 も0胴 2陽 性 の 活 性 型 MG の 増

減 と ほ ぼ 一致 し 、16週｛麦に は ほ とん ど消失 した 。 MIIC2は 初

期 に は主 と して 血管周辺 で 突起 の 乏 し い細 胞 に 発現 した が 、

1−2週 以降 は 多 くの 短 い 突 起 を 有 す る 活性 型MGに 発 現 した 。

【考察】 MHC抗原 は T リ ン
パ 球 に 抗 原 を提示 し免疫反 応 を 引

き 起 こ す。MHCI は 細胞 傷 害性T　
l
丿ン パ を 活 性 化 し、MHC2 は ヘ

ル パ ーT リ ン パ 球 を活 性化 す る。今 回 の 結果 は カ イ ニ ン 酸 投

与動 物で は 、お そ ら く神 経 細 胞 の 脱 落 に 関連 して 、脳 内 免

疫応 答が 長期に わ た って 存在す る こ と を 示俊 して い る。

　 側 頭 葉て ん か ん の 病 理 と して 海 馬 硬 化 （あ る い は 内側 側

頭 葉 硬 化 ） が 知 られ て い る。こ の 海 馬硬化 の 病 因は 目下 な

お 未解 決 な点 が 多 く heterogenousな 因 子 が 考 え られ る 。一

方、海 馬 硬 化 と 共 存す る 海 馬 外 の病 理 の 有 無 （extra −

hippocampal 　dualpathology） に つ い て の 詳 細 は 不 明 で あ

り、こ の 点 を 明 らか にす る こ とは海 馬硬 化 の 病 因、ひ い て

は て ん か ん 原 性 を考 える 上 で 重要 と思 わ れ る。従 っ て 今 回

我 々 は 側頭 葉 て ん か ん に お け る海馬 病変 （海 馬 硬 化 ） と海

馬 以 外 の 病 理 所 見 の 関 係 を検 討 した 。

【対 象 お よび 方 法］　 難 治性 側 頭葉 て ん か ん で 外 科 手 術 が 施

行 され 、海 馬 病 変 に 加 え て 外 側 側 頭 葉な ど海 馬以外 の 病 理

所 見 を確認 し え た 手 術症 例 115 例 を対 象 と した e 海 馬 硬

化 の 評 価 は 神 経 細 胞 脱 落．反 応 性 グ リア 増 生 を 明 らか に 呈

す る 定 型的 所 見 で 有 無 を判断 した。海馬 病 変 の ほ か、圭 に

外 側 側 頭 葉 皮 質 な ど海馬以 外 の 部位 の 病 理 を評価 した．

［結 果 】　 （1）全 115例 の うち74例 （64．3％ ）は 海馬硬 化

が あ り、41例 （35．7％ ） は 海 馬硬 化 を 認 め なか っ た 。

　（2 ＞ 海 馬 硬 化 が あ っ た 症 例 で の 海 馬外 の 病理 は

unremarkahle3e 例 （40 ．5％ ） 、cortical 　dysplasia4 例

　（5 ．4％ ） 、microdysgenesis17 例 （23 ．0％ ） 、gliDsis12

例 （162 ％ ）、chronicinflammation9 例 〔12．2％）、
ulegyriMl 例 （1．4％ ）．tumorl 例 （1．4％ ） で あ っ た。

　（3 ）一一
方 、海 馬 硬 化な し の 症 例 の 海馬外 病 変 は

unremarkable19 例 （46 ．4％ ）　 ．　 c 。 rtical 　dysplasial 例

（2，4％ ）、microdysgencsis8 例 （19．5％ ） 、g］iosis6as

（14 、6％ ）、tumor 　4 例 （9．8％）、chronicinflammation

2例 （4，9％ ）、uiegyrialen （2．4％） で あ r・た。

［結 語 】 海 馬 硬 化 とそ の 他 の 病 理 との 共 存例が約 半 数以 上

に 見 られ た。海馬 外 の 共 存病 変 （extrahippocarnpul 　dual

patholegy ） と して は cortical 　dysplasia ある い は

microdysgenesis の よ う なneuronal 　migration の 異 常 が 約

20 − 30 ％ 認 め られ た．一一方、extrahippocampal 　dual

pathotogy と海 馬 硬 化 の 関係 は 明 らか で は な か っ た。
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